
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ⅰ 共通事項 
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財務諸表等入力シートと施設状況票の連動について

○

(1) 『①-3事業類型コード分類』で「事業報告書電子報告システムに表示される施設状況票」が決定されます。
(2) ②『事業所の名称』が施設状況票の「施設名」として表示されます。

※ 「事業報告書等電子報告システム」で融資対象の施設状況票が表示されなかった場合、「財務諸表等電
子開示システム」の再入力が必要となる場合があります。十分ご注意ください。

　社会福祉法人のお客さまは、「財務諸表等電子開示システム」で作成した「財務諸表等入力シート」を
「事業報告書等電子報告システム」にアップロードすることによって施設状況票が展開されます。
「財務諸表等電子開示システム」の入力内容が、「事業報告書等電子報告システム」の施設状況票の表
示に連動していますので、入力の際にご注意ください。

現況報告書「11.前会計年度における事業等の概要」の入力内容で表示される施設状況票が決定します。

(1) (2)
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職員の按分について

区分 常勤換算 区分 常勤換算 区分 常勤換算
施設長 0.7 施設長 0.2 施設長 0.1
医師 医師 医師
生活相談員 生活相談員 生活相談員

　施設状況票に記載する【従業者の状況】については、事業開始時に行政機関等に提出
する、届出書等を参考に入力してください。

　同一人物が複数施設・事業で勤務している、または同一施設・事業で複数の職種を兼
任している場合、従事者の重複が起こらないようご注意ください。

　届出書等の書類がお手元にない場合、以下の考え方を参考に、勤務時間や人件費等
で従事者数を按分して入力してください。

【例】Aさん1名が、特別養護老人ホーム、認知症高齢者グループホーム、

通所介護の施設長を兼任し、勤務時間で按分する場合

Aさんの1月あたりの総勤務時間

・特別養護老人ホーム ：28時間

・認知症高齢者グループホーム： 8時間

・通所介護 ： 4時間

特別養護老人ホーム 認知症高齢者GH 通所介護

特養での勤務時間(28時間)
総勤務時間(40時間) =0.7

GHでの勤務時間(8時間)
総勤務時間(40時間) =0.2

通所介護での勤務時間(4時間)
総勤務時間(40時間) =0.1

Aさん

 
- 20 -



建物の床面積について

【例】合計1,700㎡の床面積の施設を按分する場合

建物イメージ

求積図のイメージ

（㎡）

面積表 施設A 施設B 通所C 小計

２F 500 500

１F 500 500

小計A 1,000 1,000

施設B １F 300 300

通所C １F 200 200

小計 1,000 300 200 1,500 共用部分面積

共用部分の
按分

133 40 27 200 ← 200

合計 1,133 340 227 1,700

施設A

　施設状況票に記入する建物の床面積（事業の占有面積）について、一
つの建物で複数の事業を実施されている場合には、各事業で建物全体
の床面積を按分した面積を記入してください。
　行政への届出書等で事業所の占有面積を記載した書類や、建設時の
按分面積図などが参考になります。

施設A
（1F：500㎡、2F:500㎡）

施設B（300㎡）

共用部分(200㎡)

通所C（200㎡）

過去の資料がない場合には、以下の考え方に基づき概算の面積を計算してください。

①施設専有面積に共用部分を按分し、合算

②共用部分も含めた

面積を施設状況票に記入

２施設、1事業、合計３施設・事業を展開

施設の総床面積1,700㎡

共用部計算式
1,000㎡

1,500㎡
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